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かな相関を認めることができなかった｡
今後は装着方法を検討すること,他の調査項目
(ロケーションなど)との組合せによって,記録
された波形より,行動バターンの分析を試み,よ
り多くのデータとして扱えるようテストを進める
計画である｡また.温皮センサ 付ーきの発信機を
装著し.離れた所から温度を記録する試みを行っ
た｡発信機のパルス間隔が温度変化によって変動
するようになっているため.受信したパルス間隔
からセンサー部分の温度を求めることができる｡
このセンサーを利用することによって,野生のニ
ホンザルの環境選択を植生以外からも解明するこ
とができると考えられる｡
自由:34
霊長矧こおける腎機能と脳遺伝子発現の加齢変
化に関する研究
中野 呂俊 (愛知医大･加齢医科学研究所)
生物における加齢変化の現象は,リボフスチン
沈着のように加齢に伴って増加するものと,各種
生理機能,酵素活性などのように低下するものが
ある｡腎機能の加鶴変化に関する研究は,形態学
的あるいは生理学的に古くから研究されている｡
しかし,霊長類における腎機能の加齢変化につい
ては殆ど知られていない.そこで,霊長類におけ
る腎機能の加齢変化を調べた｡
霊長類は霊長研 究所の1歳から25歳までのニ
ホンザルを用いて,24時間尿,血液および腎臓を
使用した｡ニホンザル腎臓の皮質部分を取り出し
てホモジェナイズしたものを粗酵素液とした｡G
FRは,クレアチニン･クリアランス (Ccr)杏
用い,尿細管機能として%TRP(リン再吸収率)
を求めた｡また,尿細管刷子縁膜酵素の1eucine
aminopeptidase(I,AP),r-glutamyltranspe-
ptidaso(γ-Gワp),あるいはcytochromeoxidase
活性,Na.K-ATPase活性を測定した｡
尿中の蛋白質,粒などの分析では.加齢にとも
なう著しい変化は認められなかった｡GFRは若
齢期では低く.約6歳頃に最大となり以後低下し
た｡しかし,尿細管の再吸収機能を表す%TRP
は加齢にともなう変化が認められなかったO次に.
田鼠別刷子縁膜に局在する酵紫の活性を調べたと
ころ,LAP.γ-GTP活性は加齢とともに低下し,
Na,K･ATPase活性,cytochrorneoxidaSe活性も
加齢とともに低下した｡ニホンザル,ラットおよ
びウサギの年齢を横軸に.単位組織重量当たりの
LAP活性を縦軸にとって表した場合,活性低下
の傾きは寿命の長い動物はど傾きはゆるやかになっ
た｡しかし,群索活性を全円放垂星で表した場合,
LAP活性低下の傾きは.同じとなった｡同様の
現象は.GFRでも認められている｡これらの結
果より,ニホンザルの田枚能は加齢とともに低下
し,その低下の傾きは全活性で表した場合,最長
寿命の異なる動物も.その低下の傾きは同じであ
ることがわかった｡このことは,柄乳動物におけ
る老化の進行は,寿命の長さに関わらず同じであ
ることが示唆される｡
脳遺伝子に関する研究は,報告できる結果がな
く,現在進行中である｡
自由:35
霊長矧こおけるX染色体上述伝子の分子細胞遺
伝学的研究
斎藤深美子 (文京医科歯科大 ･難治研)
本研究の目的は,Ⅹ独色体上の種々の遺伝子あ
るいはDNA断片に関して,霊長頬での比較染色
体地図の作成.並びにそれらの細胞DNAの解析
を行うことにある｡
1.insitu分子雑種形成を用いた比較染色体地
図の作成
(1)霊長類における高精度分染法の改良 :染色
体地図の作成のためには,良好で高精度な染色体
分染像を得ることが必要不可欠で,それには末消
血培養法が最も適している｡今年度は,合計8種
29匹の霊長類の末梢血を培養し,これらに細胞同
調法および染色体凝縮抑制法を適用した｡そのう
ちチンパンジーではほぼヒトと同様の良好な標本
を得ることができ,又ニホンザルではある程度成
功した｡しかし他の種では高相皮分粒法を適用で
きる染色休俊を得るのは難しく,さらに培末法の
改良が必要と考えられる｡
(2) ビオチン標識した各種DNA断片のFIS
H法によるマッピング技術の適用 :蛍光insitu
ハイブリダイゼーションの手技をⅩ染色体又は7
番独色体セントロメア特異的DNAプローブを用
いて,ヒトの染色体模本上で試行し,きれいな像
を得た｡今後はさらに,他のDNA断片,特に単
一コピーDNAを用いた場合の手技改良の努力を
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